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「地方自治の自立と再生」 

平成20年1月12日 

福祉フォーラム実行委員会主催 

「Japan’ sea 福祉フォーラム８ in とっとり」より 

（鳥取、佐賀、島根３県知事座談会） 

 

工藤 ここには、やる気がある人、つまり、地域社会や福祉などに関してやる

気のある人たちが集まっていると聞きました。私が東京でやっているＮＰＯも、

まさに日本のために議論しよう、という人たちが集まってつくられた組織です。 

 私は去年から地方の知事を訪ね歩いています。日本の政治も日本の将来に対

する答えをまだ国民に提起していないのですが、地域はどうなんだろうか。私

は、それを地方に行って尋ねているのです。地域は今、非常に困難な状況にあ

るけれども、可能性を持っている。では、地方の、まさに経営者である知事は、

その課題にどう取り組んでいるのか。それが私の最大の関心なのです。 

 きょう来ていただいた３人の知事は、お二方は新人というか、１年生ですが、

古川さんはもう有名です。お三方とも中央でもかなり実力のある人たちですが、

いま地方の経営者となっている。私はそれに非常に関心を持ちまして、きょう

のコーディネーターを引き受けたわけです。 

 きょうの議論では、地域が未来に向けてどんな動きをこれから始めることが

できるのか。そのために市民やさまざまな人たちと提携をしながら、新しいド

ラマをどうつくれるのか、に最も関心があります。きょうはそういうことを目

的にして約２時間にわたって議論します。 

 まず初めに、知事の皆さんに、ことし、2008年は皆さんにとってはどんな年

なのか、何をしたい年なのか、自己紹介を兼ねて話していただきたいと思いま

す。では、鳥取県知事の平井さんからどうぞ。 

 

平井「県単体で勝負できる時代は終わった」 

 

平井 鳥取県知事の平井です。私はまだ新米の知事です。昨年４月の統一地方

選挙で知事になる前にも、鳥取県で副知事などで行政をやっていたものですか
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ら、いろいろな方と知り合って、一緒になって地域づくりをしてきました。 

 ことしはどんな年にしなければいけないかというと、やはり気になったのは、

年初早々から景気の悪い話が随分飛び込んできたことです。まずは原油１バレ

ル100ドルだとか、こういう時代に入ってきた。これがきっかけで円高が進み、

ドルが安くなる。こんなことが株価にも影響して、株は下がる、片方で金がど

んどん上がってくる。 

 世の中、全世界マネーゲームになっていて、余ったお金がどこかにいって、

これが相場を引き上げたり下げたりということになります。これが地域の経済

にも随分と悪い影響を及ぼすのではないか。それが本当に懸念された年初だっ

たと思います。 

 ですから、ぜひことしは鳥取県、そして山陰や地方が元気になるような年に

していきたいと思っています。その意味で、いろいろと仕掛けていかなければ

ならないだろうと思います。年初早々に、例えばぜひとも企業誘致を進めたい

とか、地場の企業さんに元気になってもらうような施策を県民の皆さんと一緒

に考えていこう。そのための庁内のプロジェクトを１月４日から立ち上げたり

いたしました。こうやって取り組んでいかないと、あっという間に地域間格差

は、もっと開いていってしまうのではないかという懸念を持っているわけです。 

 これからは鳥取県、あるいは島根県、佐賀県という単体で勝負ができる時代

はもう終わってきたと思っています。道州制の声も聞かれるようになりました

が、道州制にいくもっと手前のところで、お互いに一緒になっていろいろなこ

とができるのではないかと考えています。ですから、地域間の連携をしっかり

とやってみたい。島根、あるいは兵庫、岡山といった隣県とのきずなを深めた

り、さらにはアジアの中での日本、山陰、鳥取県という考え方で、アジアに向

けて私たちが飛び出していくようなことをしなければいけないと思っていま

す。 

 昨年はアシアナ航空が米子からソウルへの飛行機を運休したいと言ってきた

件で随分と県内をお騒がせしました。その後、大分県や長崎県も運休の危機に

さらされていまして、今になってみると、私どもは一歩先にこの経験をしてい

たと思っています。何とか県民の皆様、山陰圏域の皆様の力で運休を阻止でき

ましたけれども、これを持続させ、成長させるとともに、さらに海の道を開け
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ないかなと思っています。これはまだハードルが高い話ではありますが、航路

で対岸の韓国やロシアとつながっていくことができるようになれば、鳥取県が

日本海に面した、大陸に近いこの地にあることが地域にとって初めてメリット

となってくる。そういう年にできればと思っています。いろいろとチャレンジ

は多いけれども、皆様と一緒になって頑張りたいと思います。 

 

古川「制度よりも住民の意識のほうが問題」 

 

古川 佐賀県から来ました。去年の佐賀県を振り返ってみると、いろいろなこ

とがありましたが、非常にいい年だったと思っています。 

 １つは、去年１月の頭に『佐賀のがばいばあちゃん』という作品がドラマ化

されて、ＣＸ（フジテレビ）系列で放映してもらい、20％ぐらい視聴率がとれ

ました。そういうところから始まって、佐賀といえば、がばいみたいな感じの

イメージが割と発信できた年でした。『佐賀のがばいばあちゃん』というのは、

Ｂ＆Ｂの島田洋七さんが小学校から中学校のころ、佐賀県に住んでおられたの

ですが、一緒に住んでいたおばあちゃんが非常に明るく貧乏を生きているとい

う人だったということで、いろいろなお話を書かれた本です。 

 島田洋七さんは、当時、勉強ができなかったと言って、例えば通知表が１と

２ばっかりだったという。そういう成績表が返ってくると、「よかよか、１と２

を足したら５になる。ゼロじゃなかったけん、よかった」と言ってもらったと

いう。歴史の試験が悪いと、よか、過去にはこだわりませんと言え、と言う。

漢字が書けないと、平仮名と片仮名で生きていけばいいじゃないか、そんなこ

とを言われたとか、そういう非常にポジティブなおばあちゃんだったわけです。 

 そのほか、当時、戦後すぐの話ではあるわけですが、本当にお金がなかった

というので、おばあちゃんは、道を歩くときに大きな磁石を自分の体にくくり

つけていた。釘のような金属製品があると磁石にくっつくわけです。昔はああ

いう金属製品はお金になったので、そういったもので少し稼いだりしておられ

たわけです。最近、佐賀県内でも公共事業をやるときに金属製品を置いておく

と盗まれる事件が発生しまして、何か数十年たって昔に戻ったような感覚もあ

るのですが。 
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 その『佐賀のがばいばあちゃん』が非常に売れたので、２作目、３作目が出

ました。佐賀県１区選出の福岡資麿代議士という、非常に障害福祉の分野に熱

心に取り組んでいて、今も衆議院の厚生労働委員会に所属している人が、３作

目にこんな話があると教えてくれました。 

 実は、１作目、２作目では出てこなかったのですが、がばいばあちゃんの家

には、新君というお兄さんに当たる年長の子供が１人いたんだそうです。知的

な障害を持っておられる方で、当時は知的障害という言葉はなくて、精神薄弱

といった言い方だったのかもしれません。昭和20年代の佐賀だと、日本全体が

そうだったかもしれませんが、そういう子供がいても余り外に出さない風潮が

強かったらしい。ところが、おばあちゃんはどんどん外に出させていたという

のです。 

 おばあちゃん、何で外に出すの、みたいなことを、洋七さんは聞いたそうで

す。当時は子供だし、そういう社会的な理解もなかったときでしたので。そう

したら、おばあさんが、いやいや、こういう子がいることを知ってもらわんと

困る、この子は時々ほかの人から見たらおかしなこともするし、わからんこと

もする。でも、いい子だ。いつも見ていれば、そういうことをわかってくれる。

急に見せられても困るじゃないか、ということで、とにかく外に出してみんな

にわかってもらうんだと言っておられたというのです。 

 今ようやく施設から地域にとか、いろいろ言われ出し始めていますが、戦後

すぐ佐賀の地域で、そういったことを思いながら実践した方がいらっしゃるん

だなということを改めて感じています。実は、きょうのキーワードになる自立

というのも、我々はいろいろなことを制度のせいにしていますけれども、制度

のせい以上に、本当にそこに住んでいる人の意識が問題になっていくのではな

いかなということを改めて感じたりしています。 

 

古川「政府が違うと規制の考え方が違う」 

 

古川 私は生まれも佐賀県でして、自治省にいました。平井知事と同じ役所に

いたことになります。私は最初に沖縄県庁に自治省の初代で行きました。当時

の、昭和57年ぐらいの沖縄は復帰して10年で、車が左を通るようになってまだ
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５年しかたっていなかったところで、いろいろ不思議なことを感じました。 

 例えば沖縄の銀行は４時までやっている。本土の銀行は３時までです。何で

沖縄の銀行は４時までいいのかというと、いや、何で銀行は３時までなんです

かと逆に聞かれたりしました。復帰する前はいろいろなことが自由だったのが、

復帰して本当にいろいろなことが物すごく窮屈になったとよく言われました。 

 例えばたばこも、復帰前の沖縄では勝手にみんな売っていた。それが復帰し

て、たばこ小売人しか売れないという話になったときに、何でなんだというこ

とになり、沖縄だけは本土とは違う制度になりました。だから今、たばこは地

元で買いましょうみたいな看板をよく見ますが、沖縄にはあの看板がありませ

ん。なぜないかというと、沖縄は全体で売れたたばこの本数を大人の人間の割

合で案分して、たばこの消費税の配分基準に使っているのです。 

 塩も、沖縄は、昔は勝手につくっていたものが、専売公社になったらなかな

かつくれなくなったとか、空港も、復帰前はＹＳ11が飛んでいたのに、復帰し

たら飛ばなくなって、小さな飛行機しか飛べなくなったとか、いろいろな話が

ありました。政府が違うと規制の考え方が違うことを、私は今から二十数年前

に社会人になったときに初めて感じました。 

 そうしたいろいろ自分で不思議に思ったことを忘れないように仕事をしてい

こうと思っています。今、佐賀県で知事という仕事をしていますが、その基本

だけは忘れないようにしていきたいと思っています。 

 ことし、平成20年、2008年という年は、私は目標としてフロム・ザ・ベイ・

スタートという言葉を掲げています。真の意味での最初からということです。

知事になって５年目ですが、これまでの県政が抱えていたさまざまな課題の解

決に追われた５年間でした。ことしはいよいよ本当にやりたいことをやりたい

ですということを年頭の記者会見でもお話ししました。具体的にはどういうこ

とですかと言われたので、障害者福祉をやりたいと申し上げました。これまで

も４年間、さまざまな形でやっていたつもりではあります。でも、ほかの大き

なプロジェクト的なものにかまけて十分にできなかったこともありましたの

で、これからはいよいよこうした分野を充実してやっていきたい。特に私のテ

ーマである、障害を持っている人にとって一番働く場のあるところにしていき

たい、そんなことを思っています。 
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工藤 どうもありがとうございました。平井さんも古川さんも旧自治省、いま

の総務省出身ということですが、次にご紹介する島根県知事は財務省出身の溝

口さんです。 

 

溝口「いい資源、潜在力を生かして活力を」 

 

溝口 隣の島根県知事の溝口です。私も昨年４月の選挙で当選し、まだ８カ月

が過ぎたばかりの新米の知事です。 

 

 私は島根県の益田で生まれました。18の年に東京へ出まして、43年ぶりのＵ

ターンになります。大学を出た後は大蔵省にいまして、財務省に名が変わりま

したけれども、そこに36年勤めていました。退官後、財団の理事長を経て、知

事選に出たわけです。 

 

 43年ぶりですから、年に１回ぐらい帰ってはいましたが、島根県下のことも

十分には知らないわけですし、地方自治の第一線の仕事も知らないわけです。

できるだけ県内各地へ出かけて、現場を見たり、地域の方々から話を聞くこと

を随分やってきましたが、そういうことを通して、知事として何をしなければ

いけないのか、あるいはどういう方法でしなければいけないのかといったこと

を考えさせられてきています。 

 

 島根は少子高齢化が全国でも最も進んだところです。東京で新聞だけ見てい

ると、少子高齢化で人口が減り、島根全体が沈滞しているのだろうなというイ

メージになります。実は私もそういうイメージを抱いて戻ってきたわけです。

しかし、各地を回りますと、決してそんな世界ではない。少子高齢化は進んで

いますが、地域、地域で元気な活動があります。企業活動でもそうです。いろ

いろ工夫をして、山の奥でも花を育てる、それも温室で育てるとか、あるいは

奥出雲の山の中でも糖度の高いトマトをつくるとか、農業でも新しい動きが一

杯あります。 
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 多伎町（出雲市）はイチジクで有名ですが、高齢の方が、自分の家の前にあ

るイチジクを毎日手入れしておられる。そういう方がたくさんいるので、イチ

ジクが１つの銘柄品になって、東京の市場にも売れる。そうすると、朝、出荷

のときは、もう６時、７時ぐらいから自分が摘み取ったものを集荷場に持って

いくわけですが、高齢の方が皆さん、きょうの出来はどうだったかとか、いろ

いろなよもやま話をする。そこで会ったりするのが楽しみになっています。 

 

 道路もまだ十分とは言えませんが、私の子供のころと比べると格段によくな

っています。道路が整備されたところには、都会から工場もかなり進出してき

ています。昔と違って、広い敷地がなくても、電子工業などの工場は小さい敷

地でもできます。大都市のマーケットが道路整備によって近くなりましたから、

だんだん島根に立地しようという企業が増えている。これは１つの明るい傾向

だと思います。世の中が少しずつ変わるのではないかという感じがしているわ

けです。 

 

 他方で、今まで開発が遅れていたために、きれいな自然が残っています。山

林も、もちろん手入れをしなければいけないところがありますが、緑豊かな山

林がある、平地に参りますと田畑がある、河川にはきれいな水があります。湖

沼もあります。中海、宍道湖を鳥取県の方々と一緒になってきれいにする運動

もやっています。日本海は海の幸がいっぱいあり、都市の人々に喜ばれるよう

な魚を出荷しているわけです。この地域は境港（鳥取県）がありますが、島根

県では浜田、隠岐で漁業が盛んです。 

 

 そういう意味で、島根県はいい資源を持っている。潜在力を持っているとい

うのが私の感じでして、そういうものを生かしていけば、きっと明るい島根が

築けるのではないかと思っているわけです。今年は、活力のある島根を目指し

て、元気になるように頑張っていきたい。これが１つの大きな課題です。 

 

溝口「行政と民間経済活動の間の諸活動をさかんにする」 
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溝口 もう１つは、各地を回ると、行政が行う分野と民間の産業活動の部分と

の間に広い空間があって、そこで地域の方々がいろいろな活動をされているの

を目にいたします。障害者の方々を支援する福祉団体の活動も１つの大きな例

です。あるいは、高齢の方がひとり住まいをしていて何か困っていると、自治

会の人、あるいは地域の団体の方々が助けるという運動をしている。必要があ

ったら買い物をしてきましょうといった動きが各地にあります。あるいは、自

然環境を守りましょうという活動がある。鳥取と島根で中海、宍道湖のごみを

取る活動をしていますが、そうした社会貢献活動が大きな役割を果たすように

なっています。少子高齢化が進むと、実は高齢でも元気な方が非常に多い。そ

ういう方々はむしろ働けることを喜びとする。そういう人々が増えているよう

に思います。 

 

 ですから、私は、もう１つの課題として、今の行政と民間の経済活動の間に

ある社会貢献的な活動、ＮＰＯの活動もあります、福祉団体の活動もあります、

自治会もあります、ほかの活動もいっぱいあります、老人クラブもあります、

こういうものを盛んにすることによっても地域が元気になると思っていますか

ら、そういうことをやっていこうと考えています。 

 

工藤 どうもありがとうございました。今の話の中にかなりキーワードがあり

ました、活力とか自立とかです。ただ、私は、これから議論をしていただくこ

とですが、確かに活力を持つような地方経営とか自立は重要ですが、そこまで

の本当の答えを地域社会が見出しているのだろうかということが疑問なので

す。 

日本はいまかなり厳しい。例えば、東京と地方との格差、財政問題、人口減

少、高齢化という問題が多分、地域社会の中で非常に目に見える段階になって

いる。こういう大きな変化の中で、知事に問われている課題は変わってきてい

る。一言で言えば、顔が見えるようになったのがこれまでの知事の地方の改革

の１つの成果でした。知事や県庁が市民に何か見えてきた。それまではなかな

か見えなかった。でも、見えてきたのはいいのですが、見えた知事が活力を持

つ地域社会の経営が本当にできるのだろうか。まさに仕事ができるかというこ



 9

とを問われている。 

 私は地方の知事に会いに行っているのですが、きょうのお三方はまさに仕事

ができる人ですが、あれ、こういう知事でいいのだろうかと思う人もかなりい

るわけです。 

 さて、地方の自立、また未来を考えた場合、地域社会の経営者として何をす

べきか、その答えを皆さん見つけていますか。見つけているのでしたら、それ

は何か。見つけていないとすれば、何が今大きな課題になっているのか。そう

いうところから議論を始めたいと思います。 

 

平井「県庁の中のシステム改革から、社会全体を動かす改革へ」 

 

平井 地方の経営者として今問われているのは、今の話にも随分と出てきまし

たが、１つは、どうやって市民の活力というか、県民の皆さんの力を総合的に

蓄えていくというか、発揮させていく。それができるかどうか。そこにかかっ

ているのではないかと思います。 

 工藤代表の話にもありましたが、これまでの改革派と言われるムーブメント

（活動）は、いかに県庁などをオープンにするか。そして、県がやっているこ

とと県民の皆さんとの接点をつくっていく。それはいわば県庁の中のシステム

改革、行政の中のシステム改革の部分だったと思います。しかし、もっと踏み

込んでいって、社会全体を動かすようなことになってこなければいけないので

はないか。それが地域の活力、あるいはゆとりなど暮らしの豊かさにつながっ

ていかないと、本当の意味の改革とは言えないのではないか。 

 小泉さんの構造改革で随分とドラスティックな改革がなされてきたわけです

が、それに伴って切り捨てられたものも一杯ある。それが地方のほうにしわが

寄ってきているかもしれない。ですから、それをはね飛ばすためには生半可な

ことではないと思うのです。１つは、国に対していろいろと求めていかなけれ

ばならない。地方として共同で声を上げていこうという運動も大切になってく

ると思います。もう１つは、では、我々の側で何ができるかということを考え

ていかなければならない。そういう意味で、従来とは質的に違った私たちの取

り組みが求められるのではないかと思います。 
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 溝口知事のお話にもありましたが、今、随分と輝きを持った市民の力といい

ますか、県民の力が出てきているのではないかと思います。前とは随分と変わ

ってきていると思います。試みにデータをとってみますと、鳥取県はボランテ

ィアへの結集率が34.5％。全国で一番ボランティアの参加率が高い県になって

います。そして、第２位が実は島根県でして、結集率はほとんど変わらないぐ

らいです。山陰の人たちは、そうした意味で、地域でお互いに助け合っていこ

う、地域のことに貢献するのは、自然とともに暮らしているのと同じように、

いわば当たり前の生活の一部になっている面があると思うのです。 

 こういう世界であれば、大都会と我々は勝負できると思う。ここが生かせる

ようになれば、本当の意味で地域の力強さが、私どものような地方区でも生ま

れてくるのではないかと思います。それは佐賀でも同じだと思うのです。 

我々の地方部は、そういう意味で、都会とは違った力を出さなければならな

いのではないかというのが１つだと思います。 

 あともう１つ、我々は、どうも足元のことばかり見て、分析主義的になって

いるのではないかということです。これが１つ気になります。特に県庁みたい

な大きな組織の中でやっていますと、何か新しいことをやろうと思うと、すぐ

に100ほど問題点を挙げてくるのです。これは、我々の足元の地域社会でも同じ

ことがあるかもしれない。因幡（鳥取県）のほうでは、「煮えたら食わあ」とい

う。料理がグツグツと煮えてきたら、それを食べよう。それまではじっくりと

見ているだけ。どうなるかなと見ている。こういうことでは、恐らくこれから

突き破る、ブレークスルーのような展開にはなってこないと思う。 

 ですから、前知事の片山さんの県政とはちょっと違うのは、先を見ましょう、

将来のビジョンを考えながら、未来を考えながら、今を語る。そういう県政に

しなければならないと思っています。今、県民の皆さんと一緒に将来のビジョ

ンをつくり直そう、共通の理解を持とうとしています。共通の理解でこんな夢

に向かって進んでいきましょうというものがあれば、我々はこういうことをや

ろう、うちの会社はこういうことをやろう、行政にはこういうことをやっても

らいたいというのがおのずから出てきて、それぞれに別々の力で動いていって

も、１つの方向性を持って地域を動かしていけるのではないかと思います。 

 こういう将来のビジョンは世界観とも関わると思います。実際、我々の小さ
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な地域だけの中で完結しようと思ってももう無理です。例えば、東京の若い人

に何が受けるかということを考えるわけです。今、伝統産業でも意外と元気な

ところがありまして、中井窯というところは、昔の民芸という、ちょうど青と

黒の染め分けのコーヒーカップをつくり、渋谷や横浜、そういうところの「ビ

ームス」（セレクトショップ）に出しているのです。 

 ですから、この辺りで売ったら2000円ぐらいのものが5000円ぐらいで売れる。

そうなると、大変元気になってきまして、今、注文が殺到してなかなかでき上

がらないということになっています。 

 このように、もっと外に打って出ること、外とつながっていくようなことを

考えなければならないと思います。ヒット商品というのは、意外とこんなこと

で生まれるんだなあと思うのですが、去年、我々は和牛の博覧会をやりました。

そのときに、「妖怪の里」（鳥取県）関係の業者の方が、私ども東伯の和牛とタ

イアップして和牛カレーというものをつくりました。和牛カレーのレトルトを

つくり、全国展開して売っています。 

 たまたまギャル曽根という大食いの女の子が全国のそうしたレトルト食品の

食べ比べをやり、ナンバーワンということで優勝したのが鬼太郎カリー。鬼太

郎の好きな鳥取和牛カレーというものです。そういうことで売れ筋になったり

する。ですから、意外なところでヒットをすることがあるから、どうやって外

と連携していくかということを考えなければいけないと思います。私はことし、

アンテナショップにチャレンジしようと思っています。鳥取県はこれが欠けて

いたので、東京でも発信拠点を持ちたいと思っています。 

 

工藤「競争社会の中で共生の地域社会が自立できる仕組みをどうつくるか」 

 

工藤 お話を聞いていると、知事なのか経営者なのかわからないですが、それ

が今重要だということですね。 

 聞いていて気になったのは、日本の中には、世界とも競争するような市場主

義の競争社会と、みんなで助け合っていくような社会とがある。その軸を移す

のが構造改革だと考えると、問題は、共生という地域の社会が、競争が行われ

る社会の中で自立するような仕組み、設計をつくれるかということです。また、
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その競争力を持てるかということですが、それはどうですか。そこに答えを出

さないと、これは衰退してしまいますね。 

古川 そこが本当に毎日毎日考えている話なんです。工藤さんから前にインタ

ビューを受けたときにも、幕末と似ていると話しましたが、江戸時代は、私た

ちが習った歴史では、何か身分制度があって苛斂誅求の悪い時代だったように

習いました。今の最新の研究では、割と安定していた社会だったと言いますね。 

 そのころは、自分が何者であるか余り考えずによくて、自分がやる仕事は決

まっている。農家は農業をやるしかないわけですから。漁業者は漁業をやる。

商人（あきんど）は商売をやることになっている。自分が何になるかというこ

とも気にせずに、そして年頃になれば、じゃ、おまえにはこういう人がいいだ

ろうというので、結婚して、それで家庭をつくる。ある意味で、余り不安がな

いような社会だった。みんながうまくやっていたわけです。 

 しかし幕末になり、それまでがちっと幕府が抑えていたのがだんだん緩むに

つれて、それぞれの地域は何か頑張らなければいけないということになってい

く。そして、一挙に近代になったときに、みんな物すごく不安になるわけです。

身分制度は崩壊する。今までよかったことが全部だめになるという中で、では、

近代人とか、近代国家とか、近代の地域はどうつくっていくかということで、

物すごく模索した時期があったと思います。 

 日露戦争からしばらくの間に、何となく戦前の日本ができてきたと思います

が、それは戦後、否定された。その後、みんながこつこつ頑張って、松下幸之

助さんに代表されるような、ああいう形で、そこそこ日本式の経営と日本式の

社会、非常に居心地のいい社会ができたわけです。地域においては余り競争し

ない。余り競争しない代表例が談合というものでしょうが、そうも言わなくて

も、例えば小都、米子を含む地域のそれぞれに商業資本があったと思います。 

 例えば、私たちが住んでいた佐賀もそうだし、唐津もそうでした。そこで一

番大きな本屋は地元の資本でした。卸という機能が結構あちこちにありました。

そうすると、そこで買い物をする、つくっていく、そのときに、そこの地域に

資本がたまるような仕掛けがあったのだと思います。それはそれで、割と居心

地のいい社会ができてきていた。 
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古川「グローバル化による格差をカバーするのは地域コミュニティーと自治体」 

 

古川 私が小さいころは、佐賀市内で一番大きな金華堂という本屋があって、

社長はもちろん地場の方でした。今、一番大きな本屋は紀伊国屋の佐賀店で、

ゆめタウンの中に入っています。かつて金華堂の社長は当たり前ですが、お金

持ちでして、地域のいろいろなお祭りやイベントのときには、いろいろな意味

でいっぱい還元をしていただいていましたし、自分でサロンのようなこともや

っておられました。本の数は、今の紀伊国屋の佐賀店のほうがはるかにありま

す。でも、そこの店長は、地場資本の社長ほどは給料をもらっておられません。

また、地域との関わりの度合いも非常に低いものです。 

 そういった現象が、実は島根でも鳥取でも、そして佐賀でも同じような感じ

で起きてきていると思います。それはなぜなのかというと、これは溝口知事が

専門家でいらっしゃいますが、ベルリンの壁が崩壊して以来、とにかく世界の

中で戦わざるを得なくなっているということだろうと思います。今までお互い

に非常に居心地のいいところで暮らしていたものが、今、さまざまな産業が、

お互いの県同士で競争しているだけではなく、中国ともアフリカとも競争して

いるわけです。そういったことは、いい、悪いは別にして、認めざるを得ない。

その際、我が国が世界的な競争社会の中でも何とか勝ち抜いていくために、改

革自体は必要だったと思います。 

 ですから、こういうグローバリゼーションはどうしても格差を生んでいって

しまう。そのときに、では、それをカバーするのはだれなのかというと、私は

自治体がやらなければ、誰がやるのだろうと思うのです。もちろんそれは、市

民、県民がコミュニティーとしてやっていくのだと思います。コミュニティー

がみんなをカバーしていく。そういう機能がある。そして、自治体はそれを補

完するだろうと思うのです。グローバリゼーションの波の中、もうインターネ

ットが当たり前になっていくと、国家が物すごい壁だった時代は、実はもう終

わっていると思います。世界とコミュニティーというものに世の中が分化され

るような気がしています。 

 そのときに、地域に問われているのは、実はそこに住んでいる人を守る機能

だろうと思います。ただ、守るためにはもちろんお金も要りますし、人々の考
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え方や行動も必要になってきます。では、それをやっていくのにどうしたらい

いかというところで、どこか国からお金をもらってくるということを抜きに考

えるとすると、自分たちの地域の中にどうやってきちんと資本を蓄積させるか、

お金が回っていくようにするかということだと思います。 

 

古川「教育、環境、福祉などをやるのに必要なお金を産業振興でつくる」 

 

古川 私がいつも言うのは、自治体がやらなければいけない仕事は、教育、環

境、福祉、こうした分野です。ところが、そういったものをやっていくにはど

うしてもお金が必要です。そのためには、やはりきちんと企業を呼び込むなり

育てるなりして、もとになる税金をつくっていかないといけない。なぜ産業振

興をやっているのかというと、本来、我々がやりたいことをやっていくための

資金をつくるためです。例えば、きょうもあそこにいっぱいお店が出て、クッ

キーやら何やらおいしいものを並べておられますが、ああいうクッキーを売る

ことがＮＰＯの目的ではないかもしれない。でも、自分たちの目的としている

ところの障害者の生活を支えていくことをやるには、クッキーを焼いたり、ほ

かのいろいろなこともやっていかなければいけない。私は、そういった意味で

産業振興をとらえています。 

 そうしたことをやっていくときにも、本当に世の中がまさに世界村化してい

る中で、どうやって地域の産業を意味のあるものにしていくのか。１つでも２

つでもしていかなければと思い、最近、ずっと頭は環境のことでいっぱいです。 

金属材料の学者によると、今、５円玉、10円玉、１円玉といった硬貨を鋳造

するのに金属を使っていますが、あの値段が急速に上がっているということで

す。ここ数年で特に上がって、５円玉は今、つくるのに2.5円ぐらいかかってい

て、このままいくと、５円硬貨をつくるのに５円を超える時代が来るのではな

いかという。そうなった瞬間、そんなばかなことは起きないから、５円玉があ

る日、流通しなくなるのではないかという話になり、そもそも硬貨って要るの

かという話になったのです。硬貨というのは電子マネーではだめなのかという

話になって、硬貨に使う金属は金属でないとだめなものに使わせてくれないか

というのが金属材料の学者の意見でした。 
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 世の中でいろいろなものが足りない、足りないといっていますが、実は一番

あると言われているのは、東京のような大都市である、そこには一杯使われな

くなった携帯電話の切れっ端なり何なりがある。それをずっと丹念に拾うと、

南アフリカよりもずっと豊かな資源が日本の中に眠っているということになる

ということなのです。 

 今、私たちの県の中では、公共関与の産業廃棄物の処分場がことしの冬に完

成する。そこで、単に要らないものを埋めるというのではなく、新しく地域の

富を生み出すような仕掛けが何か考えられないだろうか。そのようなことを考

えたり、とにかく地域で何か暮らしていける、将来に向けて必要となる産業を

生み出すことによって、本来、住民に対してやっていきたいものをやっていけ

るのが自立ではないか。そんなことをつくづく感じています。 

工藤 ありがとうございます。非常に教訓的なお話で、まさに経営者の意識を

持っているのに驚きました。こういう知事が日本にどんどん出てきたのだなと

うれしく思いました。 

 溝口さんは国際金融をずっとやってこられました。私が一昨日、政府の官僚

の人たちと議論したときに聞いた話ですが、国家公務員が海外出張し、ロンド

ンなんかへ行ったとき、ホテル代が高くて都心に泊まれない。郊外の安ホテル

にみんな泊まり、重い荷物を持って都心まで地下鉄で行って交渉するという。

そのとき、彼らの多くは、安いホテルに戻って、日本が何か取り残されたので

はないかという疎外感というか、閉塞感を非常に感じるそうです。 

 つまり、今おっしゃったように、国家を超える世界の動き、世界そのものが

グローバリズムにかなり大きく動いている状況の中で、日本そのものが非常に

大きく残されているのではないか。でも、国家がだめでも、地方なり国民なり

個人は、自分たちの意思をもとにいろいろなことを超える力があるのです。こ

ういう閉塞状況を地方はどういうふうに突破できるのか。 

 

溝口 おっしゃるように、県知事には経営者の感覚が必要だと思います。県下

を回ると、元気な企業、あるいは元気な農業者はいろいろ工夫をしています。

ほかと少し違うものをつくる。同じ手づくりであっても、農産物であっても、

ちょっと工夫がある。 
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 世の中は、工業化が進む、情報化が進むという流れと同時に、昔と比べて、

だんだん豊かになってきている。社会が成熟化してきている。そうすると、都

市の消費者たちには、普段使いのものは外国からの輸入品でもいいけれど、本

当に欲しいものは手づくりのものとか、ほかとちょっと違うとか工夫している

ものが好まれます。しかし、そういうものは値段が高い。そうでない低中級品

は安く大量生産できる近隣諸国にかなわなくなる。それはしかたがない。 

 

 それがグローバリゼーションです。日本は欧米に追いつくように明治以来や

ってきて、戦後もそれをやってきて、大体追いついたような感じです。ところ

が、日本の後に途上国、今は新興国と呼びますけれども、そういう国々が出て

きて、その人たちがつくる製品は品質はともかく賃金が安いので、先進国から

技術が入ってくれば、安くできる。したがって、先進国は途上国ができないも

のをつくっていけばいい。島根などでいいますと、産業も大都市の人が喜ぶよ

うなものをつくっていく。農業とか伝統的な産業はそうですね。 

 

溝口「豊かな自然、伝統文化を生かして人間的な生活を」 

 

溝口 島根では去年、石見銀山遺跡が世界遺産に登録になりました。これは島

根のまさに地下に埋もれていた地域資源の一つです。それが掘り起こされて、

石見銀山の価値が世界に認められたので、観光客の皆さんが島根に来られるよ

うになった。そういったことがこれからもっと起こるだろうと思います。豊か

な自然、古き良き文化、そういうものの価値が認められるようになったのです。

都市にはないものです。 

 

 また、こちらには温かな人間関係のある地域社会が残っています。例えば、

島根県松江市の古い旅館に行くと、東京の人たちは、ここのサービスは東京と

違うと感ずるようです。東京のホテルなどで非常にビジネスライクの応対を受

けるのと違い、古い旅館に行くと、女主人から丁寧にあいさつされたりする。

あいさつする人は普通のつもりでやっているけれど、東京などの大都市から来
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ると、ああ、こんなものが残っているのか、いいなと感じる。 

 

 つまり、世の中はグローバル化して、質はともかく大量生産できる製品では

だんだん競争に勝てなくなりますから、違う分野に転換していかなければいけ

ません。日本の大企業はそういうことをやったわけです。その影響はだんだん

島根あたりに来ています。しかし、ここにはいいものが残っている。これから

自立していくためには、もうちょっと条件を整備してもらうといい。さきほど

の道路などもそうです。私どももだんだんよくなっているのは間違いありませ

んが、まだちょっと遅れている。そこを少し手当てしてもらうと、自立の基盤

整備に役立ちます。それは国に対する要望です。 

 

 しかし、我々も工夫、努力をしなければいけない。地元ではいろいろなこと

がなされていますから、それを我々県などが支援していく。そうすれば、豊か

な自然、古き良き文化の中で地域社会が残り、そういう中で本当に人間らしい、

いい生活がだんだん地方でできるようになるのではないか。いったん、都市に

出た人が戻る動きも少しずつ出ています。大都市で生まれ育った人が農業をや

ってみたいというので、島根にも来て、そういう体験を１年とか２年ぐらいす

るようなこともしています。それも社会が成熟化してきていることの反映だろ

うと思います。今、世の中で起こっていることは島根にとって決してマイナス

面ばかりではないというのが私の感想で、そういうプラスの面を生かしていく。

それはぜひやりたいと思います。 

 

工藤 ３人のお話を聞いて、非常に可能性を感じ、楽しみだなと思いました。

しかし、私も青森県が故郷で、田舎に時々帰るのですが、地域のバスにしても

本当に高齢者ばかり。地方は仕組み的にはなかなか自立する段階まではいって

いない。今、条件整備という話もありましたが、本当に、地方が国も超えて世

界に向けて動き出すために、どういう仕組みの設計が求められるのか。 

古川 江戸時代の末期のころ、やはり財政難になっているのです。当時、表面

的に言われた石高と実際に必要な石高が全く合わず、しかたがないからみんな

が、今風に言えば、ベンチャー（ビジネス）をやったわけです。例えば、佐賀
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県の当時の主産業は焼き物（陶磁器類）でしたが、当初は輸出用で、明から清

に変わるときに、中国が混乱したので、輸出できなくなる。そのすきをねらっ

て、伊万里、有田がヨーロッパとかオスマントルコ向けを中心に輸出を始めて、

これが主産業になっていくわけです。当時もよく考えると、そうやって域外の

富のあるところに自分たちの製品を持っていき、それで富を得て、何とか財政

需要を賄っていたわけです。 

 そんなことがどうしてできたのかというと、江戸幕府は、実は跡継ぎのこと

以外は、あまり細かなことにほとんど興味を持たなかった。珍しい政権だと思

うのですが、だから、ある意味放っておいてくれたわけです。 

工藤 今は余り放っておいてくれないわけですね。 

古川 今は物すごく丁寧に気を使っていただくものですから。でも、例えば、

境港の港湾整備のあり方は、わざわざ江戸のお代官様に考えていただくよりも、

平井知事にお任せするとか、または、もっと身近なところにお任せするほうが

むだなこともせずに済む、必要なことが早くできるのではないかと思います。

だから、自分たちの目の届くところで、そうしたきちんとした判断をしていく

社会にすることが、やりたいこと、やらなければいけないことができることに

つながると思う。その意味での分権ということなのだろうと思います。 

 

平井「国の一律行政が地域の活力を失わせる」 

 

平井 国全体で一律にやろうというのは本来無理があると思いますし、活力を

失わさせている原因にもなっているのではないかなと思います。 

 例えば、ゲーテは1828年にドイツの主権はすばらしいという話をしている。

それはフランスをばかにしているのですが、フランスはパリへの一極集中で、

地方には文化がない。ドイツの場合はミュンヘンに、あるいは至るところにそ

れぞれの領主がいて、その領主は自分のところに美術品を集めたり、あるいは

学校を開いたりする。だから、ゲーテは自慢をするわけです。ドイツは主権が

きちんとそれぞれの地方に存在しているから、学校がない町はない。そういう

ことを言うのです。 

 これは、実は現代にも通ずる話ではないかと思います。１つのところで全部
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考えをまとめて、すべてのことを行き渡らせようというのはそもそもシステム

として無理があるわけです。小さな島国とはいえ、１億2000万人の人が住む国

ですから、なかなか難しい。 

 障害者の自立支援も、もっと現場の感覚で物事を組んでいくようにしなけれ

ばならないと思います。例えば障害者の問題でも、今３つの障害を１つの対策

でやろうというのは理想としては正しいと思いますし、例えば職業を持てるよ

うにしていこう、お金もうけができるようにしよう、それで最低賃金ぐらいは

障害者の方も稼げるようにしようではないか。これは方向性としては正しいの

ですが、ただ、東京で通用することと、鳥取とか佐賀とか島根で通用すること

とは必ずしも一致しません。 

 例えば、こちらは人口が少ない。介護保険であれば、青森もそうですが、高

齢化が進んでいるので、高齢者は一杯います。ですから、介護保険のお客様も

いて、ある程度のスケールメリットは地方でも大都会でも成立し得る。しかし、

障害者ですと、発生率の問題ですから、人口が希薄な地域では、障害者へのサ

ービスを効率よく、といっても、限界があるわけです。例えば、広いところか

ら集めてこないと、20人の施設はできない。そうであれば、実際に送迎のサー

ビスをやらないと、その施設はもたないことになります。これは多分、島根も

佐賀もそうだと思います。 

 ただ、ここまで障害者自立支援のシステムは予定していないわけです。東京

や大阪であれば通える。少なくとも保護者の方とか周りの人が通わせるお手伝

いをすればいいということになっていますが、山の奥のほうからどうやって行

くのかということになると、これは通用するものではありません。 

 あるいは、児童のデイサービスもそうです。障害のある子供で、しかも、学

齢期未満の、学校へ入る年頃の前の障害児を鳥取県で集めようすると、人口が

そんなに多いところではありませんから、東京や大阪みたいにはうまくいかな

い。しかし、これは全国一律の要件になっていますから、なかなか適応ができ

ないということになる。 

 だから、それぞれの地域なりの福祉の姿があっていいと思うのです。例えば、

私どもであれば、障害者のサービスも、高齢者のサービスも、児童のサービス

も、みんな一緒に１つの施設で提供するということを考えたい。しかし、現在
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の国の制度では、託児の施設と障害者とか高齢者のサービスとは相入れないも

のになっていて、１つの施設にまとめると、補助金返還の問題が生じてしまう。

そういう矛盾があるのです。 

 この辺は、国のほうの哲学なり法律なりの考え方はわかるのですが、そうは

いっても、現場はこうだよというところから物事をつくり上げていくことが必

要なのではないか。これが、分権が必要だと言われる本当の理由だと思います。

そういうことをぜひ、江戸幕府のころのように、本来は地域の自主性で物事を

動かせるように変えていく必要があるのではないかと思います。 

 

古川「きめ細かなところまで霞が関で決めるのか」 

 

古川 平井知事の児童デイサービスの決まりがおかしいではないかという話で

すが、先日、政府主催の全国知事会のときにも官邸で発言されました。私はな

るほどな、と思って、あのときの発言要旨をいただいて、佐賀県はどうだろう

と思って調べてみたのです。佐賀県の場合、比較的平地が多くて、大都市がな

いという点では共通していますが、割とみんなが自由に行き来できる地形的な

環境があって、そういう問題はありませんでした。 

 つまり、いろいろなのです。だから、人口がこうの場合はこうだとかと、そ

れもまた一律で決めたらおかしいということなのです。本当に事情はいろいろ

なので、それをきめ細やかに補助金を配るときの要綱で決めてしまうのは、ど

うしても無理があるのではないでしょうか。おかしな使い方はだめ、そのとき

にはピシャッと厳罰が下るとしても、だからといって、そういったきめ細かな

ところまで霞が関でお決めになるのはどうかと本当に思います。 

 サービスを複合させるという話がありましたが、佐賀県は託老所とか、地域

共生ステーションという名前で、例えば介護保険なら介護保険のサービス以外

のものも必ずやってほしいということで、子供でも障害者でもお年寄りでも、

そういった人たちをとにかく理由を問わずに預かるというものをずっと、小学

校単位で１個ずつ整備していこうということで進めてきています。 

 こうしたことの共通点ではないかなと思うのは、比較的人口が散らばってい

る地域だと、１個のところがいろいろな機能を果たさないといけないというこ
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とです。専門のものをいっぱいつくろうとすると、どうしても遠くから集めな

いといけない。無理がない形にするには、何でも屋さん的に、コンビニエンス

ストア的にいろいろなことをやります、やっていいですという仕掛けにしてい

かないと、サービス提供がなかなかできていかないでしょう。 

 今の制度では、それはいいよと国が言わないとできないということになって

いる。それはいささかおかしいのではないかということをずっとこれまでも訴

えかけていて、少しずつ改善はされていってはいます。 

 

溝口 おっしゃるように、具体的な仕組みは、地方が創意工夫できるようにし

ないといけません。その点で遅れているところがありますから、それを進める

のが我々の大きな課題です。 

 

 もう１つは、私も外国に住んでみて感じたのは、日本の地形は山や川で分断

されていて、ヨーロッパやアメリカなどと比べると、平坦なところが少ない。

つまり、発展の条件は良くはない。そういう後発国が先進国に追いつこうとす

るときは、大体、先進国の高い技術・文化がまず入ってくる大都市から発展し

ていく。今、アジアでそれが起こっています。中国では上海とか北京といった

大都市が発展して、農村は貧しいままということが起こる。これはある意味で

発展するときの１つのパターンです。 

 

 そうした発展の過程で日本が行ったことは、そういう遅れた山間地域でも、

大都市と同じような基礎的な行政サービスが受けられるようにするということ

です。それをずっと戦後やってきたのです。教育がその典型です。社会保障も

同様です。その過程で、あまり平等というか、どこでも同じようにできるよう

にするために国の行政がやや細かくなり過ぎたから、そこを逆転しなければい

けない時期に差しかかっていると思います。地域、地域で多様性を認めていい

時期になってきています。しかし、まだ格差がありますから、その格差の是正

は、国の地方に対する財政の手当ての充実という形で行っていかないといけま

せん。 
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近年、日本全体の経済が悪くなったため、効率性の追求にやや施策の重心を

移してきましたから、それは少し戻してもらう必要がある。そういう動きが最

近、少し始まりましたから、それを推し進めていく。それが１つです。 

 

溝口「若者がもう少し地方に残るような政策を」 

 

溝口 もう少し大きい目で見ますと、島根もそうですが、そんなに就職の場が

増えないので、若者は大都市に行って働き場を見つけようとする。大都市は刺

激もあって、何でもあって、流行も早いし、チャンスもあり、若者の期待に応

えてくれるような気がします。しかし、私は東京に長く住んでいましたが、大

都市の環境とか、いろいろなことが影響していると思いますが、だんだん我々

の子供たちが大都市に住んで子育てするのは難しくなっているように感じま

す。 

 

大都市に若い人たちが随分集まる。時々、東京に行って都心を歩くと、若者

だらけで、我々は圧倒されるような感じがあります。しかし、日本全体を見る

と、ややバランスを欠くようになっている。もう少し若者が地方に残るように

国は政策として取り組まなければいけない。格差があるから支援をする、貧し

いから支援をするという視野だけではなくて、日本全体が各地に生き生きした

文化がある、生産の場がある、そういうふうにするためには何をしたらいいか、

という、もう少し広い視点が必要です。それには、地方を住みやすくすること

が必要です。 

 

地方の、さきほど申し上げたような条件整備をもう少しやる、あるいは国立

大学でも、大体、大都市にありますから、それを本当はもう少し地域分散をす

る、等々、いろいろなことがあり得ると思います。そういう目で国づくりをや

っていく。これは島根県だけの問題にとどまりません。地方から声を上げてい

かなければいけません。 

 

工藤 そこはどうでしょうか。地域に戻りたくても働き場がないというのも一
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方であります。たまに帰るのは非常にいい。ほっとするのですが、暮らせない。 

 

溝口 そこに産業を起こさないといけませんね。それで、我々は産業を起こす

のにどうしたらいいかと一生懸命なのです。 

 

平井 確かに、溝口知事がおっしゃるこの論点が今の中心課題になってきたと

思います。国は少し道行きを誤りつつあるのかなと思います。東京一極集中で

全部集中していることは、子育てもやりにくくなったという話でしたが、それ

だけではなく、本当は高コスト構造も生んでいる。例えば、地代や住宅費、あ

るいは物価にしても高くなってくる。集中がゆえのコストがかかっている。よ

その国なら、こういうものは本来、地方に分散されて、それぞれに土地があり、

それを活用し、そこの人を活用し、となっていく。そうならないとおかしい。 

 

平井「いまは第２の過疎時代、国は産業再配置を」 

 

平井 現在のように全国一律の制度だけでやっていくのは、どうもうまくいか

ないと思いますので、私は、ぜひ古川知事、溝口知事にもご理解をいただいて、

産業を再配置するための改革手法を、国としてとるように働きかけなければな

らないのではないかと思います。例えば、企業が本社を佐賀県に移したら、そ

れについて国は恩典を与える。税法上だとか補助金とか、そういうものを本来

はやるべきではないかと思うのです。 

 人口動態統計をみると、鳥取県は昨年、平成19年10月に60万人を切ってしま

い、59万9830人です。ちょっと増えたり減ったりはしているのですが、まだ60

万には届かない。なぜ減っているのか調べてみました。１つは自然減がありま

す。少子高齢化ですので、お年寄りのほうが多くて、子供が少なければ、これ

はどうしても自然減になる。この自然減もだんだん大きくなっている。もう１

つ特徴的なのは、平成14年くらいから社会減が起こっている。それまでは社会

減は起きたり起きなかったりだったのですが。 

 実は佐賀県も島根県も、平成13年、14年ぐらいから急に社会減が増えている。

これは全国そうなんです。青森県も、秋田県もそうです。実は今は第２の過疎
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というべき時代なのではないか。今回は前の第１の過疎の時代であった高度成

長期と違い、自然減と社会減が同時発生しているので、非常に深刻な状況だと

思います。ようやく、ことしの正月になって、総務省が何かそうした地方への

活性化の話を始めようとしているように見えるので、それはいいことだと思い

ますが、とにかく地方に産業を再配置するような新しいことを考えなければい

けないと思います。 

 それは無理やりと思われるかもしれませんが、実はそうではない。例えば、

今、両知事にも飲んでいただいている「よなごの水」というペットボトルの水

です。これはどこがつくっていると思いますか。これは米子市がつくっている。

市の水道局の水をペットボトルに入れて売っているのです。 

 実は、この会場でエコアジアという環太平洋地域などの環境大臣の会議をや

りまして、そのときに米子市の水道局長が試みにつくってみたものです。そう

したら、なかなかおいしいということで、すっかりその気になりまして、その

うち売り出した。それがこの「よなごの水」です。今、この米子の水だけでは

なくて、倉吉市も水を売っていますし、本当のミネラルウオーターもコカ・コ

ーラが既に工場を置いています。さらにことしの夏までには、サントリーが新

しい工場をつくります。奥大山の水です。今、水と生きるというサントリーの

ロゴと一緒にコマーシャルが始まり、大山のすばらしい景観が全国に流れるよ

うになっています。 

 さっき溝口知事が強調されたように、見失われかけていたけれども、なるほ

ど、本来、価値があることに今ようやく気付き始めている。ですから、食品加

工業、あるいは伝統産業、そういうものも含めて、産業も新たな活性化ができ

る時代になってきたのではないかと思います。 

 かつて新産業都市（建設促進法）などで産業分散をしたときに、各地域にそ

れなりの企業が立地しました。我々、鳥取県で言えば、電子産業や自動車関連

の産業というものもありまして、技術もばかにならない。例えば、大画面のテ

レビの後ろ側にプラスチックのパネルがありますが、あの成形パネルをつくる

型枠の全世界の８割を鳥取県の中小企業がつくっているのです。 

 このように、それぞれの地域に、それなりの技術もあるので、決してできな

いことではないと思います。それぞれの人口規模、例えば70万、60万に合うよ
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うな本社機能や産業機能の移転を、本来は進めていくべきなのではないかと思

います。 

 工藤 つまり、地域にはそうした種がいっぱいある、それをうまく生かす仕

組みをつくりたいということですね。 

 平井 そうです。実際企業誘致などに行ったりして、それでいろいろな手ご

たえもないわけではありません。 

 

工藤「地域の未来図をどう描いているか」 

 

工藤 重要で本質的な質問をしたいと思います。平井知事が10年後のビジョン

をつくるという話をされていますが、自分たちの地域の未来が見えていますか。

ないしは未来はこういう形にしたい、単なる空想とか初夢ではなく、こういう

形に私はしていきたいということを伺いたい。そのために、今こういうことが

一番のキーワードになっているとか、どういうふうに皆さんの頭の中で設計さ

れているのかということを聞かせてほしい。 

古川 10年後の姿を去年の４月の、私の２期目の選挙のときにマニフェストに

書きました。物語にして、10年後にこんな佐賀県にしたいと。それを文章にし

て、実際にフラッシュムービーで映像にして、こんな感じにしたいということ

を出しました。 

 ただ、10年間、知事をやるのかというと、４年間しかやれないので、10年後

のこういう佐賀県の姿を目指して、今後４年間取り組ませていただきますとい

うことで出しました。そこで出したものは、佐賀県が、教育、環境、福祉とい

う分野において、いろいろな人が暮らしやすい県になっている。そうした地域

をつくる支えとしての産業基盤ができてきている。そこは世界を相手にしてい

るというイメージで書いています。 

 さきほどの平井知事のお話に出たような中小企業が世界の何％を占めている

か。結局、世界の何％かにすぎない。今、世界シェアの何割を取る企業だった

ら世界の中で生き残って生きていけるのかということですから、そういった企

業をどうやって誘致できるかといったことを今、一生懸命やっています。例え

ば佐賀県では、去年、小糸製作所という自動車照明器の会社が来ました。これ
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は世界で１位と２位と争っている会社です。それが来たことによって、関連の

企業が企業誘致なしに来るのです。小糸から来てくれと言われるものだから、

静岡県の関連会社などが自動的に何社も来る。前はお願いしないと来てくれな

かったのがどんどん来るようになってきているという事実がある。その関連の

企業も世界の中のシェアが非常に高い企業です。 

 伊万里というところには、両方とも日本の企業ですが、ＳＵＭＣＯという会

社と信越半導体という会社がシリコンウエハーの生産の世界１位と２位を争っ

ています。その世界一の拠点を伊万里につくろうということで、企業の誘致か

ら始まって、そのときに水がないからだめというのを、無理やり水をとにかく

持ってくるからと言って、それをコミットして引っ張ってきたのです。それは

変な話ですが、何十キロもパイプを引いて、海をせきとめて、そこの水から持

ってくる。その話を、何とか地元の理解も得て実施したら、今度は研究所も来

るようになった。 

 

古川「世界で戦える産業基盤で地域を支える」 

 

古川 繰り返しになりますが、産業振興を頭に描くときには、世界相手の中で

何とかやっていける企業が地域を引っ張り、そこで働く人たちがそこに住む。

それによって、例えば小売にしても流通にしても、いろいろな人たちがお金の

使える環境ができていける。そういうイメージなのではないかと思っています。 

 語弊がある言い方ですが、工藤さんもいらっしゃるので、あえて問題提起と

いうことで申し上げますと、教員の数もそうですが、公務員の数が地方で減っ

ている。さらに言えば、米子もそうだったと思いますが、国鉄時代の国鉄の職

員が米子に何百人もいた。それが今ＪＲになって何人になったか。多分ここに

も鉄道官舎などがあったのではないか。昔の電電公社もそうです。あえてそう

いう言い方をしますが、電電公社や国鉄、あるいは電力会社もそうですが、実

はそのような人たち、いわば準公務員的な人たちがいろいろな地域にいた。 

 そういった方は、地域の中では比較的高い所得水準を持ち、しかも、毎月給

料が支払われるという非常に奇跡のような業種だったわけです。それば割と地

域を下支えしていた。その分がどんどん減ってきている。いろいろな改革の中
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で、半分は親方日の丸のようだった組織が、民間企業として立派になったのは

いいことだとは思いますが、それによって、地方においては、そこにいた人た

ちが相当減ってきていることを如実に感じます。 

 今、佐賀市内にある空きビルで一番大きいのはＮＴＴのビルです。これは地

方都市に共通している話で、どこかの町に行ったときに、一番大きな空きビル

というと、大概大きな無線の鉄塔の立っている旧電電公社、今のＮＴＴのビル

が残っているケースが多いと思います。妙に国費が入っていたりするものです

から、先日も貸してくれないかと頼みに行きましたら、会計検査院が入るかも

しれないからだめだと言われたことがあります。そのように、なかなか良い使

い道がなくて残っているというケースもあったりするのです。 

 そういった過去のことを言ってもしかたありませんが、これからはきちんと

した地域を支える産業、新しい主役が生まれてくる。それは農業も漁業も同じ

です。例えば今度、（加工食品の）生産基地も再生していこうと思っていますが、

小さな町の漁業施設だから、これくらいでいいだろうではなく、そこで加工し

たものがＥＵにもアメリカにも輸出できるような、ＨＡＣＣＰ（食品の衛生管

理方式）対応の設備でないと意味がなくなっています。世界の一定以上の水準

のものを整備しないことには、そもそもつくったことがむだになるという話に

なっていってしまう。そんな時代だと思っています。いずれにしても、世界を

いつも目の端に置きながら、地域に暮らす豊かさが実現できるような地域社会

を築いていきたい。それが私の夢です。 

工藤 世界的に戦えるような産業基盤を何としてもつくってみたいということ

ですね。それは佐賀県だけで大丈夫ですか。九州も、隣の県も、いろいろなと

ころも同じように今動いていますね。そのあたりはどういうイメージを持って

いますか。 

 

古川「自立するからこそ連帯を」 

 

古川 だからこそ連帯しなければいけないと思うのです。自立は孤独にやって

いくということではなくて、自分たちでやりなさい、考えなさいと言われれば

言われるほど、自分たちだけでできることと、自分たちでできないことも出て
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きて、そういったものは連帯してやっていくしかないと思います。地理的に隣

はやりやすいという部分はあります。しかし、例えば、東京でもいいし、上海

でもいい、物産センターを出そうかというときに、福岡県と佐賀県だと、実は

共通してしまう。ところが、鳥取県となら余り競合せずに済む。これに、例え

ば山形県などが入ると、お互い特産物がダブらないから、一緒にやったほうが

いいものができるということはあり得るかもしれない。自立だからこそ連帯す

る。そういう時代ではないかと思います。 

工藤 今の話は本日の大きなキーワードだと思いますが、島根と鳥取はまさに

一緒に、隣なので、そこあたりはどうですか。連帯ということも含めてどんな

イメージを今考えていますか。 

平井 溝口知事からもお話があると思いますが、私は今、古川知事がおっしゃ

ったことで非常に大切だなと思い、かつ、過去を振り返って思い起こすのは、

佐賀も島根も鳥取も、それぞれに日本海、玄界灘から向こうの大陸へと歴史的

にはつながっていた地域です。弥生時代のことを考えていただければ、吉野ヶ

里遺跡があります。あるいは荒神谷、加茂の遺跡などが島根県にありますし、

私どものほうですと、この近くに、同じ市内に妻木晩田という遺跡がありまし

て、ここは152haあって、900の家の跡があります。大変大きなところで、我々

は多分、全国で最大規模の弥生時代の遺跡ではないかと言っています。なぜこ

こにそれぞれの遺跡があったかということを思い起こすと、今の古川知事のお

話はつながってくると思うのです。これは大陸とつながっていたからです。 

 今までの数十年は、戦後ずっとパックス・アメリカーナ、アメリカが支配し

た時代でしたが、ようやくここに来て、パックス・アシアーナと申しますか、

アジアが支配する、そんな時代になってきています。このときに、同じ海に面

した地域で連帯していくことができれば、随分と世の中が変わってくるのでは

ないかと思いますし、そういう視点で10年後となれば、必ず対岸のところはも

っと経済成長していますから、足跡をくっつけるかどうかだと思うのです。 

 先ほど伊万里に新しい企業の進出の動きがあったとおっしゃってピンときま

した。企業は絶対に中国・上海など、向こうのほうを見ながら考えていると思

います。我々の山陰は、確かに今までどうも大陸などとの結びつきにおいて弱

い面はあったかもしれません。九州のほうが、それが進んでいるので、自動車
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工業などが発達してきたのだと思います。我々のところも、実は同じポテンシ

ャルを持っていると思っていまして、こうした歴史観で10年後を考えてやって

いく必要があるのではないかと思います。 

 

平井「山陰全体で国際リゾートをつくる」 

 

平井 連帯ということであれば、これは、今までぶつ切り的に見ていたものを

組み合わせて見ることで変わってくるものはあると思います。実は今、溝口知

事に大変ご協力いただいて、お願いしているのは、この山陰のところを国際的

なリゾートにできないだろうかという構想です。豊かな人が、かつてはアメリ

カにいたものですから、アメリカからの外国人観光客ばかり念頭にありました

が、今は大分変わってきていて、特にアジアでは、台湾、中国、韓国、ロシア

のお客さんにどうやって入ってきてもらおうかということがよほど大切な時代

になってきています。 

 しかし、まだそうした意識が私たちには乏しかったと思います。鳥取県とい

って売り込みに行っても、向こうの人から見たら、もっと広いところを見ない

と意味がないわけですから、山陰国際観光協議会というものをつくりました。

山陰全体でこの圏域にお客さんを呼び込むことが必要だと思います。これは東

京や大阪との関係でもそうだと思います。むしろ、そうした意味で、場面、場

面によっては両県が一緒になってやれることはあると思うのです。 

 医療などもそうです。米子には、かつて米子医専がありました。いま、これ

は鳥取大学の医学部になっていて、山陰地方の病院には、多くの医師がここか

ら散らばっています。田島のほうにも行きます。そういう意味で、安来の人や

松江の人でもこちらの病院に来る。医療圏は、まず県で切れていて、さらにそ

れを医療圏に分けますが、実態としては両方にまたがったことで処理をしてい

かなければなりません。本来、医師不足の問題、あるいはがんに対する対策、

これはこれから大切になっていきますが、がんの登録制度なども、それぞれの

ところの県ごとにやっていますから、こんなことも乗り入れていかなければな

らないでしょう。 

 ですから、それぞれが自立して頑張れるところは頑張るのですが、ただ、対
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外的なこと、あるいは住民生活のことを本当に考えるのであれば、一緒になっ

て連帯してやることの重要性が今は高まってきたと思います。 

 

溝口「鳥取、島根の連携は日常茶飯事に」 

 

溝口 島根県は、昔は山と川で交通が分断されていて、それがいろいろな地域

の交流にとって大きな障害でした。そこはかなり改善してきています。米子、

境港、安来、東出雲、松江、さらに出雲に続く地域は、事実上１つの産業集積

地となってきています。人口が６５万ぐらいあって、日本海側では、新潟近辺、

富山湾の近辺と並ぶような集積地です。そういうことから、関係市長のレベル

でいろいろやっていますし、知事のレベルでも、平井さんとはしょっちゅうい

ろいろな場でお話しすることがありまして、鳥取、島根の協力、連携がいわば

日常茶飯事といってもいい。そういう時代になってきつつあるということを実

感します。 

 

 観光は１つのエリアとして、大きなエリアとして捉えて、例えば米子空港の

役割を考える。アジアに開いた空路ですから、我々も一緒になって振興してい

かなければいけないと思っていますし、中海、宍道湖と続く、あるいは大山に

続く地帯一帯が面として観光ができるようにする。さらに広くは、隣県の岡山、

広島、山口とも、中国圏として進めている連携の動きを強化しよう、これは自

然な流れです。その中でも、鳥取、島根両県の協力は、行政のレベルだけでは

なくて、企業経営者のレベル、商工会のレベル、観光協会のレベル、いろいろ

なレベルで進めるようになります。 

 

 もう１つは、環境保護ということで一緒に中海、宍道湖の周辺の掃除をする。

そんなことで住民の方々も共通した意識になってきています。私はそういう動

きをさらに進めなければいけないと思っています。 

 

工藤 もともと今回のこのセッションは、島根と鳥取とは知事が仲が悪いと聞

いたことから引き受けたということもあるのですが、全然そんな心配はなかっ
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たですね。 

 

溝口 少なくとも平井さんと私は（07年）４月に知事になったばかりでして、

過去にあまりひきずられていないと思います。 

 

工藤 世界を意識しながら連携し、競争する。しかも、経済圏というレベルで

は、もう行政区域を超えて動き始めている。この動きの先はどんなふうになっ

ていくのですか。つまり、そういう連携なり、経済的な展開が、行政区域を変

え、デモクラシーという問題を上回ってしまうのでしょうか。 

 

平井「グローバリズムの中におけるリージョンの新たな枠組み」 

 

平井 多分、今は時代の変わり目だと思います。その理由は、１つは、古川知

事が強調されていますが、経済はもう世界化しているということだと思います。

ＥＵができたときに、1985年に地方自治憲章をつくりました。いわば地方自治

の憲法です。ＥＵとして国同士がまとまるときになぜ地方自治の憲章をつくっ

たかというと、結局、国境が取り払われていく中で、最後に住民生活と密着す

るところは地方のレベルである、ここの財政などをきっちりしましょうという

ことです。例えば第９条には、特に財政の自主財源をきちんと保障しましょう

ということが書いてあるのです。 

 今、アジアも変わってきたと思います。確かに国境はあり、日本、韓国、中

国、ロシア、こういうように分かれています。しかし、事実上の国境は、経済

界の手によってもう既に取り払われつつあるわけで、お互いに競争したり結び

ついたりということになりました。現に物は行ったり来たりしています。その

中で、それぞれの地方がしっかりしていこうということになった場合には、地

方自治をきちんとやろう。さらに、地方自治を取り巻くところ、これもヨーロ

ッパもそうですが、リージョンとしてある程度グループをつくって、そこでま

た新しい発想、枠組みをつくっていこう。こういうようになってきているわけ

です。 

 こういう世界のトレンドを、今の日本は追いかけるようにして来ているので
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はないかと思います。ですから、それぞれの地方の中で市民社会が成熟してき

て、行政との対話がきちんとしてくる。そして、パートナーシップに基づく事

業がいろいろな意味で展開されてくる。そういう市民の力が成長してくるに従

って、県庁や市役所なども変わってきている。さらに、市民活動、県民活動は

そもそも境目がないから、それが他地域と結びついていく。そういう成熟化の

時代を今迎えつつあるのではないかと思います。 

工藤 よくこういうデザインをするときは、道州制といったように、まず形か

ら入る人が多い。でも、形よりも実態的に何かの変化がそれを動かしてしまう。

古川さん、そう理解していいですか。 

 

古川「暮らしから見たら、県という制度は邪魔ではないか確かめる時代」 

 

古川 私もそうだと思う。結果的にどうなるかという話です。佐賀県の東の端

に鳥栖市があります。人口７～８万人で、鹿児島本線という九州の縦のライン

と長崎本線という九州の横のラインのちょうど分岐点です。高速道路も分岐点

です。そこにシンクロトロンという放射光施設を県立施設で新しくつくりまし

た。そこのオープニングに、福岡県知事がぜひ自分を出させてくれというお願

いをしてこられました。なぜですかと言ったら、「これをあなたのところがつく

ってくれたから、うちの県がつくらなくて済んだ。こんなありがたいことはな

い。一言、感謝の意を表したい」と言う。福岡県の企業にもぜひ使えと言うか

らとか、いいものにしていこうやという話をされるわけです。それはもうやり

ましょうというので、やっていっています。 

 福岡県にも医療施設はじめいろいろなものがあって、我々も助かっている部

分があります。例えば精神障害の関係などは福岡に非常にいい先生がおられて、

実態として、福岡県と佐賀県の両県を診ていただいています。 

 戦後、テレビ局もそうですし、医科大学もそうでしょう。何でも各県単位で

やってしまって、昔から持っていた地域とのつながりをある意味切ってしまっ

ている部分があると思います。全部フルセットで、各県でそれぞれ１個やりな

さいと。それが逆に何か阻害要因になっているところが、今だんだん解き放た

れつつあるなという感じがしています。 
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 私は、地デジに対応して、今度はテレビ局の再編もあるのではないかと思っ

ていました。佐賀県にベースを置く民放は１局しかない。フジテレビ系列のＳ

ＴＳというところで、あとはみんな福岡の局を見ている。それはそれで全然困

りませんが、ローカルニュースだけは困る。私のような立場からすると、ＳＴ

Ｓ以外の朝日系列やＴＢＳ系列を見ていると、私の顔がほとんど出てこないの

です。選挙のときなど、……。 

工藤 麻生さんばかりですか。 

古川 そう、麻生さんばかり出て、ちょっとあななたちも頑張らないといかん

よとかと言われる。私が出るときは、大概、職員の不祥事とか何か困っている

ときですね。福岡のマスコミは余りいい話は取り上げてくれないので、困った

ものだなと前々から思っていて、例えばＲＫＢ毎日は福岡県の県域の局ではな

く、佐賀県も含めたところでも電波が出せることを正面から認めるようにして

くれという話をするのですが、なかなかうまくいかないのです。 

 今回、デジタル化を今の局の体制のままだけでやると、それぞれの局の資本

が非常にきつくて、多分山間部も含めたところで、今見られている状態を全部

確保するのは非常に大変だと思います。それよりも本当は塔が１つあれば、波

は４つも５つも出せるわけなので、まとめてテレビ局を少し統合したほうが、

実はどこの地域に住んでいても、きちんと鮮明なデジタル波が見られることが

確保できるのではないか。逆に各県単位が邪魔をしているのではないかなと思

ったりもしています。 

 だから、そういったところについて、いろいろな知事さんたちとも一緒に声

を出していって、まず権限が先にありきとか、枠組みが先にありきではなくて、

暮らしという面から見ていくようにしたい。県という制度が邪魔になっていな

いか、県域が邪魔になっていないかチェックするような時代になっているので

はないか、言い換えれば、県とか県域とかがだんだん崩れていくのではないか

なと思います。 

工藤 今のような話は、多分５年前や10年前にはだれもしなかったのではない

ですか。変わったなと感じましたが、溝口さん、今の話をどう思いますか。 

 

溝口「行政が障害にならないような協調を強化する過程に」 
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溝口 おっしゃるとおりでして、経済活動が県境とかに影響されないで動くよ

うになり、それがますます進んでいると思います。そういう中で、行政が障害

にならないような協調を強化していくというプロセスにあるということです。

道州制がそのずっと先にあるのでしょうが、その道筋はまだはっきりしません

ね。これは日本全体でこれからよく議論しなければいけない問題だと思います。

知事会でも議論をしています。 

 

 国と地方との関係、あるいは仮に「道
どう

」というものができた場合に、「道」と

「道」の間でやはり格差は残りますから、そういうものをどう調整していくの

か。あるいは、「道」の中に含まれる地域の中でも格差はありますね。そういう

ものを一体どうするのか。難しい問題がありますので、これはしっかり議論し

ていかなければならない。しかし、それは行政という、いわば人工的な世界の

話です。そうではなく、日常生活、経済活動はそれと関係なく動きますから、

行政がその流れに遅れないようにしなければいけないというのが当面の私の関

心事であり、課題だろうと思っています。 

 

工藤 ＥＵの統合では、フランスとドイツが、単なる国だけではなくて、住民

を含めてすごい交流をした。島根県と鳥取県はそういう相手方ですか。 

平井 特に県境のところではそうです。 

 

溝口 いろいろなところで交流がありますから、平井さんも考えは一緒ですが、

県の職員なども時々一緒に集まって研修をやっている。研修といいますか、話

し合う場をつくったりして、知事だけではなく、課長とか課長以下のレベルで

も議論ができたりする。お互いに同じような問題を抱えているでしょう。産業

振興ですと、鳥取はどういうやり方でやっているのか、島根はこうやっている

よと意見交換したり、いろいろな問題を議論できるのではないかと思います。

そういう問題も今年は平井さんと一緒にやっていきたいと思っています。 

 

平井「島根、鳥取はアダプトプログラムなどで一緒に」 
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平井 お互いの県境のところは中海という海でして、これはラムサール条約の

指定湖沼なのです。ここをきれいにしなければいけない。ちょうど今、新年度

が水質環境保全の計画をつくり直さなければいけないときでして、こんなこと

は両県で絶対一緒にやらなければならないですね。 

 すごいのは、この県域の人たちがみんなでこの中海のことを考えてくださっ

ていることです。中海を大切にしましょう、というＮＰＯの活動は幾つもあり

ますし、あるいはアダプトプログラムといいまして、ここからここまではうち

の会社、ここからここまではうちの町内会がやりますという活動もある。中に

は鳥取県議団の場所とかもあるのです。そのような形でアダプトプログラムで

やっておりまして、溝口知事とも一緒にごみ拾いをしたこともあります。 

 経済界では、安来、松江、境港、米子の各商工会議所の皆さんは、例えば中

海、大山、隠岐といった圏域のすばらしい観光情報をポータルサイトに出そう

と一緒になってやっている。これは米子の商工会議所がやりましょう、松江の

商工会議所が担当して中海に船を浮かべるプロジェクトをやりましょう、とい

ったように、相互乗り入れといいますか、一緒になってプログラムを組んでや

ってきているのが現実です。本当に人は完全にごっちゃになっていまして、例

えば安来（島根県）の商工会議所の会頭さんの会社は米子（鳥取県）にありま

す。米子の前の商工会議所の会頭は、実は島根のルーツの方です。このように、

ほとんど混在しているわけです。ただ、県境だけが引かれていたということで

はないかと思います。 

工藤 もう１つ、提携というか、つながりという点では、市民社会の中でのつ

ながりがあって、私もＮＰＯですが、変化を感じる。どういう変化かというと、

今までのコミュニティーは地域社会のコミュニティーでしたが、それを超えた

横断的な何かの人の動き、ネットワークが今、日本全体にずっと続いてつくら

れているのではないか。 

 北海道で、たまたま北海道の自立の議論を北海道の人たちとやっていたとき

に、私は、もし夕張市で何か１枚のドラマがあれば、絵とか写真でもいいので

すが、多分、全国の人が支援に来るのではないかと言ったことがあります。そ

うしたら、北海道新聞の人が、そんなことはない、夕張の破綻は人災だからと



 36

言いました。でも、あのとき成人式の話がＮＨＫに出たら、いろいろな人たち

が応援に行ったではないですか。 

 東京でも、社会に貢献したいという人がかなりいる。それはすさまじい大き

なエネルギーなのです。それを地域と結びつけることが必要な気もします。東

京だけではなく、地域社会にも、市民の自立的な公を担おうという動きがいっ

ぱい始まっていると思いますが、どう考えていますか。 

 

古川「県庁職員にプラスワン運動への参加促す」 

 

古川 すごく一杯あると思います。昔からの、例えば自治会や婦人会など、地

域の縁で集まっていた団体のことを地縁団体といいますね。そういう地域のえ

にしで集まった方たちもあるし、志（こころざし）の縁で集まるＮＰＯを担っ

ている方もあるでしょう。そういった方たちを含めて、佐賀県ではＣＳＯとい

う言い方をしています。シビル・ソサエティー・オーガニゼーション、社会市

民組織です。昔からやっていた人たちも、そして今、何かをやろうということ

で集まっている人たちも、私たち行政のパートナーですよという宣言をしてや

っています。 

 大きく２つに分けると、１つは、まず足元からやろうというので、職員に入

れと言っています。婦人会とか地域の団体には普通みんな入りますから、役員

をやれと。そして、県行政を一歩下がって見てみてくれと言っています。職員

の目にはどんなふうに映るかということです。 

 また、例えば自分の子供が障害を持っている職員もたくさんいます。そうい

った職員たちは、そういう団体にも入って、その中で会長をやっている職員も

います。いろいろな事務局長をやり、そういう中でいろいろな声を聞いてくる

役割をしている職員もいます。自分の家庭の中に障害を持つ子供を抱える職員

が障害福祉課で働いている例もありますし、そうした希望はなるべく聞くよう

にしています。もちろん自分が関わっているものに対してだけ有利になるよう

にとか、そんな仕事をする人はいません。基本的には、こういうものがきちん

と県政の中で大事だということでやっていくのですが、でも、現場のことをよ

くわかっている人が実際に担当になると、気持ちが通じる点で全然違うことが
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あります。 

 私は今、そうやってまずは県庁職員に、これはプラスワン運動と呼んでいる

のですが、職場と家庭だけではなくて、地域での役割も果たしてくれと言って

います。プラスワンだということで、やる職員が増えてきました。 

 佐賀県は今でも消防団の組織の比率が全国１位です。先日、有田町の消防団

に行きましたら、人間国宝のような人が帽子をかぶって行進していたりするわ

けです。そういう地域です。そうした昔からある地域のよさを絶対失いたくな

いと思うのです。 

 一方で今、ＮＰＯの活動をやろうという人も増えてきています。そこで今、

佐賀県が政策としてやっているのは協働化テストというものです。例えば学校

の教員だとか警察官の仕事、どうしても公務員でなければならない仕事以外の

職務について、どこかやるところはありませんかといって募集しているのです。

これを協働化テストと呼んでいます。 

 県庁の中には1500から2000ぐらいの業務がありますが、それをどこかやる人

はいませんかといって、ずっと公募をしています。応募してくるのは200から

3000件ぐらいです。もちろんやりとりして、これはできませんねということも

あります。しかし、例えば、県庁の中にある県民からのいろいろな相談がある

窓口は、もともと県が直営でやっていた部分は、いまＮＰＯ法人が受託してや

っています。消費生活センターの相談業務も「ＮＰＯ法人消費生活相談員の会

さが」というところが受託して、実はそこが県内のそれぞれの市にある業務も

全部受託したのです。 

 

古川「行政と違う形で公を担う組織が地域には必要」 

 

古川 その結果、どうなったかというと、各市の相談と県に来る相談とを突き

合わせてよくわかるようになりました。それぞれの市と県でやっていたころに

は情報が共有できていなかった。しかし、例えば、悪徳商法は日を追うように

して攻め上ってくる。福岡あたりから悪いものが入ってくるときは、東のほう

から入ってくる。鳥栖市にきのう何か怪しげな水抜き工事をするという相談が

来ているとかという話が来ると、２～３日しないうちに佐賀市に来る。ＮＰＯ
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法人に委託したことによって、そういった情報を共有化でき、レベルも高くな

った相談を受けることができるようになりました。そういうことがいろいろな

意味でできるようになると思います。 

 ただ、課題も感じています。表現に気をつけないといけませんが、ＮＰＯの

活動は、世帯主が一生やれる仕事になかなかなっていないのです。家計の補助

者の人が収入を得ることを目的にせずにやれるＮＰＯはいっぱいあります。し

かし、学校を出た人が一生この仕事をやっていくだけの財政的、そして組織的

にきちんと基盤を持った組織が、行政と違う形で地域に存在することが望まし

いと思っているのですが、なかなかそういう形になっていません。 

 私どもも、とにかくコストだけで外注すると、単に単価の安い下請けに出し

ているだけの話になっていってしまうので、そうではないということで一生懸

命いろいろな工夫をしようとしているのですが、まだできていません。今、新

たな公共という概念がありますが、そう言われる前から、そもそも私たちは、

鳥取県も島根県も佐賀県もというか、我が国は昔からそういったことをみんな

思っていたと思うのです。これからは、そういったものをもう一遍取り戻す作

業をぜひやっていきたいと思います。そうすることによって、コストが縮減さ

れるということではなく、より無駄がなくて、満足度の高い住民サービスが提

供できるようになるのではないかなと思っています。 

工藤 鳥取と島根の強みの中にボランタリー比率が高いという話がありまし

た。そこが２県に関してはかなり強みとして戦略ができるのではないですか。 

古川 そうですね。 

 

溝口 古川さんはおもしろい話をされましたね。さすが先輩知事です。ＣＳＯ

(civil society organization)という言葉もおもしろいし、県の職員にそうい

うところで活動しなさいというのもおもしろいですね。 

 

 私も、例えば退職した県庁の職員などは、公的な仕事もやっているし、そう

いう社会貢献活動に現実に入っている人が非常に多いのですが、もっとするよ

うにしたらどうか、場合によっては、いろいろある社会貢献活動団体に現役の

人が短期間出向するようなことはできないかということを研究しています。 
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まだ研究段階ですが、県の職員などがシビル・ソサエティー・オーガニゼーシ

ョンのようなところでやるのはいいことですね。自治会活動は土日などにかな

り参加しています。自治会長のようなことをやる人が多いのですが、そうでな

いところもやれるかどうか。きょうの話を参考にして少し考えたいと思います。 

 

平井 私も結局、今までとは違った地域社会に生まれ変わらせていく１つのキ

ーワードは、県民が担い手であって、しかも主役である、ということになって

くるのではないかと思うのです。今までどちらかというと、これは公的なこと

だから、もう県庁にやってもらおうとか、市役所にやってもらおうということ

だった。ですが、皆さんだんだんわかってきて、どうせ頼んでもお金がないし

な…と。やってくれるのが10年後や20年後になるかもしれない。それなら自分

たちで一遍やってみよう、ここは元気出そうやと。そういう時代に今なってき

ていると思います。それがかねてからの地域でお互いに支え合う風土とマッチ

して、ＮＰＯの数もどんどん増えてきています。 

 

平井「県の業務によっては丸ごとＮＰＯなどに任せることも」 

 

平井 鳥取県も、実はホームページで募集をしています。こういう業務があり

ます、ＮＰＯなり何なりでこれを引き受けてもらうことはできますか、提案し

てくださいと。職員にも、消防団への参加といったように、地域参加をするよ

う働きかけています。やってみると、だんだん参加者が増えてきて、消防団の

加入率もかつての２倍、３倍ぐらいに増えてきました。このように、今までや

っていなかったことで、これからやらなければならないことがいっぱいあると

思います。 

 私は、従来からの単なる業務委託といった市民参加の時代から、次のステッ

プへ行かなければならないと思っています。例えば、地域の公園の管理、河川

や道路の管理、そういうものは丸ごと契約して、地域のＮＰＯや地域団体に任

せてしまうことができないだろうか。これは新年度でぜひパイロット事業のよ

うにして、どこかモデル的にやってくれるところはないか探してみたいと思う
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のです。 

 世界的に見ると、そういうことはもう当たり前のことです。例えばニューヨ

ークのタイムズスクエアは、地域のスーパー町内会が経営します。ごみ拾いを

する清掃員やガードマンは地域の自治体で雇っているわけです。それだけでは

なく、タイムズスクエアのあたりも歩道を広げ、世界中から来るお客さんを入

れようとして、常に公共事業をやっていますが、この公共事業も、実は町内会

がやっているのです。「コミュニティー・ディベロップメント・ディストリクト」

ということでして、そういう地域を発展させる地区といいますか、オーガナイ

ゼーションをつくってやっています。ＮＰＯの一種です。これに確かに市も補

助金を出しますが、自分たちでも独自財源をつくっていますし、実は固定資産

税の上乗せ課税をやっていて、これが主たる財源になっています。 

 このように、もう公共団体がすべてやる時代ではないかもしれないなと思う

のです。例えば、こういう小さな河川公園のようなところのスポットを丸ごと

お任せします、イベントもどうぞ好きにやってくださいというわけです。今ま

でだったら、何かやろう、改変しようと思ったら、常に役所の許可をもらって

どうのこうのということになりますが、そうではない。もう皆さんにお任せし

ますからということです。モデル的に幾つかつくり始めてもいいのではないか

と思っていまして、単にＮＰＯとの協働ということでくくって言う委託的なも

のでなく、町づくりを皆さんでどうぞやってください、そういう世界をつくっ

てみたいと思っています。 

 

工藤 「市民が自立の試みを自分の問題として考え挑戦する時代に」 

 

工藤 きょうは自立をベースに、ここまで話が広がるとは思わなかったのです

が、それぞれ今、日本に問われている課題の１つ１つを、皆さん見事に追求し

て話していただいたと思います。 

 私は、日本の中にきちっとした議論を起こしたいということでＮＰＯをやっ

ていますが、その活動の中で私も変化を感じています。インターネットの中で

すごいコミュニティーができていて、そのコミュニティーにおける議論は、１

カ月何億というか、すさまじいボリュームです。人を誹謗中傷するとか、レベ
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ルは低いのですが、でも、最近何か変わり始めたのです。 

 私たちの言論ＮＰＯは難しい議論ばかりしているので、誰も見向きもしなか

ったのですが、最近、私たちのところに一緒に組まないかというアプローチが

あります。まじめな議論をきちっとしたいという動きがかなり広がっているの

を実感します。多分それは、日本の、地域も含めて未来に対して、自分たちも

何か参加したいのだなという感じがします。 

 知事の皆さんが言われたことは、逆に言えば、非営利セクターなり市民が問

われている課題であって、つまり、結果として自立していくような市民市場を

官ではなくて私たちがつくらないと、本当の意味での協働にならないわけです。

それは私もまだ答えを出していませんが、多分、間もなくその答えを出さなけ

ればいけない。そうしないと、地域とか市民社会から、競争社会ではない、ま

さに共生の中でも競争力を持つという社会がつくり出せないような感じがした

わけです。 

 きょうは、この３知事のお話を伺って、この３知事を得ている地方は幸せだ

と思いました。目線が市民側だし、経営の意識を持っていますし、この中で次

に向けてのドラマなり挑戦が多分始まるのだなと思いました。ただ、それでも

前途はかなり厳しい。それに対して答えはたった１つです。知事だけではなく、

市民が自立の試みを自分の問題として考える、自分も一緒に挑戦するのだとい

うことです。多分それが一緒になったときに、地域から変革の改革が始まるん

だなと実感しました。 

 きょうは２時間にわたって、皆さん、非常にお疲れさまでした。どうもあり

がとうございました。 


